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    選 挙 と 社 会 科 

   校 長  相 川 保 敏 
日曜日に第 50回の衆議院選挙がありました。各政党の

議席の増減が大きく取り上げられていますが、私はこれ

まで社会科を教えてきましたので、投票率、特に若者の

投票率がとても気になります。先回、令和 3 年に行われ

た第 49回衆院選全体の投票率は 55.93%でした。今回の

投票率は 53.85％で前回の選挙を 2.08 ポイント下回り、

戦後 3 番目に低くなってしまいました。まだ、年代別の

投票率が公表されていませんので分かりませんが、若者

の投票率が減っていないことを願っています。 

現在、6年生が学ぶ社会科の教科書（新しい社会 6年

政治・国際編「東京書籍」）には、キーワードとして「選

挙」という言葉が次のように示されています。 

 小学生のうちから「政治に関心を持ち、政治に参加す

る」意識を高めていこうという意図が感じられます。実

際に、過去 5 回の衆院選の投票率をみると、20歳代は他 

の年齢層に比べ

て低く、10歳代

も20歳代より高

いですが、全体

からみるとやは

り低くなってい

ます。しかし、

わずかですが、

48回 49回と全

体の投票率、若

者の投票率が上がってきています。様々な要因が考えら

れますが、学習指導要領の改訂により社会科の学習が変

化したこともその一つと考えています。社会科は選挙権

年齢の 18 歳への引き下げに伴い、主権者教育において

重要な役割を担う教科として教育内容の見直しが図られ

ました。例えば、6 年生の教科書では政治参加の意識を

高めるために「65歳以上の国民の医療費を無料」「高校

と大学の授業料を無料」「保育園の数を増やす」という公

約をかがける候補者のだれに投票するのかを考える模擬

選挙活動が設定されています。また、学習内容の配列も

変わりました。6年生の社会科では、かつては「歴史」

を学んだ後に「政治」を学びましたが、今では「政治」

を学んだ後に「歴史」を学ぶようになりました。選挙権

を得るまでの歴史を学ぶ際にも、出来事を覚えるだけで

なく、今の自分たちとの関連を考えながら学ぶことがで

きるとともに、多くの人々が苦労して勝ち得た権利であ

ることで、選挙権の大切さをより理解できるという利点

があると考えます。社会科での学びが、今回も若者の投

票率を引き上げてくれることを願っています。 

選挙を通して、もう一つ気にしている点があります。

それは、女性の政治参画です。教科書には「女性に選挙

権が保障された初めての選挙は、1946 年４月に行われま

した。このとき、女性の国会議員が 39 名選ばれたそうで

す。」と示されています。当時の衆議院議員数は 466人で

したので、女性議員の割合は 8.4%となります。今回の選

挙前の女性衆議院議員の割合は、461 人中 46人でしたの

で約 10%でした。75年間で 1.6%しか上昇していません。

この値は、国際的にみると 190か国中165位と大変低く、

政治面での男女間格差が大きな社会問題となっていま

す。しかし、今回の衆院選では女性が 465 人中 73人と

躍進し、割合は 15.7%となりました。こうした結果が男

女間格差の是正につながり、子どもたちの政治への関心

が高まっていくのではないかと期待しています。 

本校でも児童会役員選挙が行われ、10月から新しい役

員を中心に児童会活動が進められています。少し気がか

りな点は、立候補する児童の数が年々減少している点で

す。自分の力でより良い学校づくりをしていきたいとい

う気持ちを育むため、自分たちの力で学校を変えていく

ことができることを学ばせていきたいと考えています。

また、学校教育とともに、ご家庭でも世の中をよりよく

変えていくためには、何が必要なのかをお話ししていた

だけるとありがたいです。 
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日本国民で 18才以上の人は、選挙で投票できます。

2016年 7月の選挙より、それまで 20才以上だった

選挙で投票できる年令が 18 才以上に引き下げられ

ました。若い世代が政治に関心を持ち、政治に参加

することが期待されています。（下線は相川） 


